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基本方針 空間構成の方針

 3つの基本方針を実現するための「空間構成の方針」を検討する。
 基本方針と空間構成の方針の相関性は以下のとおり。

２.邸園文化を象徴する歴史的遺産を遺す

３. 文化の発信や憩い・交流の拠点を創出する

管理運営の方針

空間構成の方針と基本方針の相関関係

2

１.明治以降の立憲政治の確立等の歩みを伝える

２.景観形成計画

３.施設配置計画

１.空間構成計画

４.動線計画

５.植栽計画



・旧池田邸は、明治期の建物ではないものの、西洋文化が取り入れ
られた大正・昭和初期の別荘の姿を色濃く残す建物である。

・現在、建物の損傷や庭園の荒廃が進んでおり、邸宅と庭園を修復
し、一体的な活用が必要とされている。

・旧池田邸の区域を中心に、多様な来園者が憩い、交流できる空間
や、来園者の利便増進を図る空間を創出する。

西園寺別邸跡・

旧池田邸

西園寺別邸跡・

旧池田邸

旧滄浪閣

( 伊藤邸跡・旧李王家別邸 )
旧滄浪閣

( 伊藤邸跡・旧李王家別邸 )

陸奥別邸跡・旧古河別邸陸奥別邸跡・旧古河別邸旧大隈別邸・旧古河別邸旧大隈別邸・旧古河別邸

１．空間構成計画

・旧大隈別邸は本邸園では唯一、明治期の建物が今日に至るまで迎賓
施設として、良好な状態で保存・活用されていた歴史的遺産である。

・陸奥別邸跡は関東大震災で倒壊したものの、ほぼ同じ位置に建て替
えられ、旧大隈別邸と同様、良好な状態で保存・活用されていた。

・旧大隈別邸と陸奥別邸跡を中心に、歴史的遺産の保存・公開を行い、
先人の暮らしに想いを馳せる空間を形成する。

・また、他の邸宅の区域においても、松林の保全・再生や、海への眺
望確保などを行い、先人の暮らしに想いを馳せる空間を再生する。

明治以降の立憲政治
の確立等の歴史や
意義等を伝える空間

空間配置イメージ

先人の暮らしに想いを
馳せる空間

・旧滄浪閣は、立憲政治の確立等に最も貢献した人物である伊藤博文が使用していたもので、本邸園では唯一、本邸とされていた場である。
・現在、伊藤博文から引き継がれた李王家の別邸を民間企業が増改築したものが残されており、長期間、未利用であったことから建物の損傷や庭園の
荒廃が進み、今後、邸宅及び庭園を修復し、一体的な活用が必要とされている。

・旧滄浪閣を中心に、他の邸宅とも連携しながら、明治以降の立憲政治の確立等の歴史や意義等に関する資料の展示を通じて、立憲政治の歴史や意義等
を学び、広く発信する空間を形成する。

・また、旧滄浪閣は本邸園の中心に位置していることから、本邸園のエントランス・ガイダンス空間を設ける。

先人の暮らしに想いを馳せる空間

明治以降の立憲政治の確立等の歴史や意義等を伝える空間

邸園文化の発信と憩い・交流の空間
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邸園文化の発信と憩い・
交流の空間

３つの基本方針は邸園全体で実現するものであるが、「場」の現状等から、主として取組を行う空間を以下のとおり設ける。



特別緑地保全地区特別緑地保全地区
特別緑地保全地区

※①：伊豆大島方面　②：伊豆半島方面　③：房総半島方面
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①
西湘バイパス

太平洋岸自転車道
① ③ ③ ①

②
視点場

視点場視点場
視点場

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

富士山への眺望

富士山への眺望

視点場

視点場

視点場 視点場

２．景観形成計画

本邸園が目指す景観形成イメージ断面

こゆるぎの浜 東海道の松並木
旧滄浪閣周辺から

みた富士山

■本邸園の景観形成を図る上で重視する要素

邸園の地形と緑地 （明治期と現況比較）

古くより「よろぎ」（ゆる
ぎ・こゆるぎ・こよろぎな
どとも）の磯と呼ばれ、
万葉集にも詠まれた浜辺

伊藤博文が歌に詠むほど愛し
た富士山の眺望

東海道の整備とともに、
街道沿いに植えられた松林
等の歴史・文化的景観

××

× ×

× ×

海への眺望

増築された建物で海への眺望が遮られている

一部海を眺められるものの、鬱閉した樹林と高い砂丘によって眺望が良好ではない

鬱閉した樹林によって前面の海を眺めることはできない

海への眺望

海への眺望

海への眺望

2Fの窓から山並みを眺めることが可能
山への眺望

山への眺望
増築された建物で邸宅から山並みを眺望することはできない

一部海を眺められるものの、鬱閉した樹林と高い砂丘によって眺望が良好ではない

××

A'

歴史的建造物 庭園 松林 海への眺望

断面イメージ図

今後の景観形成のための景観軸と視点場

■別荘地大磯の歴史・文化的景観の保全・再生
• 邸宅から海への眺望の連続性を重視し、邸宅及び松林から海への眺望を確保するための視点場を設ける。

• 邸宅から富士山への眺望を確保する。

• 白砂青松の景観を保全するための松林の保全・再生を行う。

• 景観を阻害する施設等については、改修や除却を行う。

敷地断面イメージ図
※赤破線（明治21年測量同じ27年第１回修正同30年製版 「大磯」 国土地理院所蔵から、明治期のおおよその敷地形状を想定）

邸園からの眺望
（海側は伊豆半島や伊豆大島、三浦
半島 山側には富士山が見える）
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景観軸と視点場 位置図

A B C D

B‘ C‘ D‘

■往時の景観
海と山の豊かな自然景観が別荘地として好まれ、
伊藤博文も、海辺や富士山の眺めを好んでいた。

■現況
建物から庭園（近景）と松林（中景）を通して
見る海（遠景）の眺望は、海浜別荘地である邸
園の特徴であるが、現在、樹林が過密化し、建
物から海への眺望が遮られている。



駐車場

広域的な利用
を想定し、
駐車場を整備
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基本方針をふまえ、本邸園に配置する施設を以下のとおり検討した。

整備イメージ図

3．施設配置計画

東屋

休憩・眺望

松林の保全
先人が休息の場としていた

散策空間を整備

松林の再生
邸宅と庭園・
松林が連続する
往時の景観を
再生

交流広場

多くの来園者が憩い・交流
できる広場空間

●邸園のサブエントランス
本邸園の補助玄関口として、案内
所やトイレ、駐車場等を整備

西園寺別邸跡・旧池田邸
飲食・物販など、来園者の利
便増進を図る施設として活用
※民間活力の導入も検討

●邸園のメインエントランス
本邸園の玄関口として、邸園全体
の案内所やトイレ等を整備

旧滄浪閣（伊藤邸跡・旧李王家別邸）
明治期の立憲政治の確立等に関する
資料の展示や、体験・学習空間、
本邸園のガイダンス空間として活用
※景観を阻害する部分を改修・撤去

陸奥別邸跡・旧古河別邸
先人の大磯での暮らしに想いを
馳せることができるよう建物及
び庭園を保存・公開するととも
に、先人等の大磯での暮らしに
ゆかりのある資料を展示

東屋

休憩・眺望

旧大隈別邸・旧古河別邸
先人の大磯での暮らしに想いを
馳せることができるよう建物及
び庭園を保存・公開するととも
に、先人等の大磯での暮らしに
ゆかりのある資料を展示

視点場

視点場
視点場

視点場

視点場
視点場

視点場

視点場



４．動線計画

主動線（園路・散策路）
出入口から邸宅等の主要施設を結び、
園内を回遊する

来園車両動線
旧滄浪閣から旧古河別邸へ
の移動が困難な来園者等へ
の対応として限定的に利用

動線計画図

サブ動線（回遊性を高める散策路）
主に来園者の散策を目的とし、主要動線と
海沿いの視点場を結ぶ

広く検討を要する動線
邸園の一体性や周辺の観光資源とのネット
ワーク等を踏まえ、今後、関係機関との
協議によって動線の接続手法を検討
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駐車場
広域的拠点として、
自転車や大型バス等
の多様なアクセスに
も配慮する

駐車場
車いす利用者等に配慮した
駐車スペースの設置

 園内動線
• 園内の動線は歩行者を中心としたものとする。主動線は、管理用動線も兼ねる。
• 邸宅から庭園や松林、視点場をつなぎ、敷地全体を回遊する動線を設け、邸園の一体性を高める。
• 車いす利用者等の多様な来園者の利用に配慮し、バリアフリー対応を行う。

 エントランス
• 中核となる旧滄浪閣へのアクセスや、来園者の滞留空間の確保、既存建物の現況等に配慮し、旧滄浪閣をメイン、旧古河別邸側をサブとして設置。
 駐車場
・既存の民間駐車場の立地状況を踏まえ、旧滄浪閣の現駐車場位置に設置。邸宅から庭、松林、海へとつながる景観形成に配慮して配置を検討する。
・バリアフリー対応や、自転車や大型バス等の多様なアクセスに配慮する。

来園車両動線
周辺の交通条件等から、旧滄浪閣の車両
出入口及び駐車場を活用

限定通行区間
車いす利用者等の身
障者や管理者に利用
を限定



②松林の保全・再生
・ 間伐による疎林化

・ 松林の再生

①海への眺望の確保

・眺望ラインを阻害する
高木の間伐

海への眺望ライン

海への眺望ライン

①

① ①

①

①

③-1
③-1

③-1

③ 庭園の修復・再生

・ﾀｷﾞｮｳｼｮｳやﾂﾂｼﾞ等植栽木の
保全・育成

・果樹の剪定、樹幹縮小

・過密化した竹林の伐採、間伐

③-2

竹林

④ 周囲の景観と調和し

た植栽樹種及び植栽密
度を検討

④

④

③-1

③-3

③-1

②②
③-3

③-2

③-1

タギョウショウ・
ツツジ

サクラ・ウメ・ツツジ・
竹等

タギョウショウ・
ツツジ バラ

ツツジ

果樹

③-2
果樹

① 海への眺望の確保
● 高木となった侵入木の除去と中低木を中心とした松林の強間伐により、海への見通し線を確保する。

② 松林の保全・再生
● 高木となった侵入木の除去と中低木を中心とした松林の間伐や、松苗の植樹により新たな松林を再生により、明るい松林の創出する。

③ 庭園の修復・再生
● 明治期の庭の特徴であるタギョウショウやツツジの植栽、古河邸園とゆかりのあるバラなど、邸園の歴史につながる既存の植物の保全・育成を図る。（③-1）
● 果樹や桜などの既存の植栽樹木は、保存を前提とし、整備等で妨げになる場合には移植を検討する。 （③-2）
● 庭園に植栽する新たな樹種については、記録や文献等をもとに導入種を検討し、明治期の邸園の景観を彷彿させる佇まいを演出する。（園地全体）
● 過密化した竹林の伐採・間伐を行い、範囲を縮小するとともに良好な生育状態へと回復を図る。 （③-3）

④ 外周植栽
● 近隣施設や公園利用の快適性に配慮した遮蔽植栽を行う。

以下の４つの取組により、本邸園の景観形成を図る上で重要な海への眺望を確保するとともに、往時の佇まいを感じさせる庭園の修復・再生等を行う。

植栽計画方針図

５．植栽計画
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海への眺望ライン



６．明治記念大磯邸園 基本計画図
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